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◆ 教育業績 

事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

１ 教育方法の実践例 

1) ポートフォリオによる学習の見える化とPBLの
促進（健康科学大学） 
 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

 

 

 

 

「作業療法演習Ⅱ−１」「作業療法演習Ⅱ−２」は作業療
法の一連のプロセスを学ぶだけではなくの専門職とし
ての主体的な学習態度を習得する科目である．ポート
フォリオにて定期的に各自が持つ学習課題を共有と進
捗を確認し，学習時間とその達成度を「見える化」し
た．これにより，曖昧となっていた学習者の個々の課
題が明確となり，課題志向的な問題解決能力の育成と
主体的な学習態度の教育が可能となった． 

 

2) 体験型講義と集団討議による課題 

（健康科学大学） 
 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

  

 

 

「生活環境学演習」は，作業療法に必要な福祉用具や
住宅改修の知識，技術を習得する科目である．基本
的知識を習得するための実際に体験するような講義
に加え，実例を通して福祉用具の導入や住宅改修の
実施の可否について集団討議場面を設定し，アクティ
ブラーニングを促進した．これによって，より実践的に
作業療法を理解することにつなげることができた． 

 

3) 課題の調整と集団討議による課題の活用 

（健康科学大学） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

「作業療法演習Ⅱ−１」「作業療法演習Ⅱ−２」では少人
数制で，事前学習の提示と臨床場面を想定した課題
解決型の集団討議場面を設定し，アクティブラーニン
グを促進した．これにより，作業療法のプロセスの学
習到達度を高めることができた． 

 

「身体作業療法治療学演習」ではグループで事前学
習として個別に事例を提示し，臨床場面を想定して模
擬患者の治療プログラムを立案させ，集団討議場面を
設定した．これによりアクティブラーニングを促進さ
れ．現実的な作業療法プログラムの立案が可能となっ
た． 

 

「身体作業療法評価学演習」ではグループで事前学
習として個別に事例を提示し，臨床場面を想定して模
擬患者の評価をまとめさせ，集団討議場面を設定し
た．これによりアクティブラーニングを促進され．作業
療法評価の統合と解釈が可能となった． 

4) GPAや協同学習の活用 

（健康科学大学） 
 

 

 

 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

「身体作業療法治評価学演習」は，作業療法評価のう
ち，関節可動域測定や徒手筋力検査の技法を中心に
習得する科目である. GPAを考慮したペアを組み，事
前学習の設定および講義と演習・実習を効果的に組
み合わせた．これにより，知識・技術をより定着しやす
くし，実技の習得につなげた． 



事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

5) 授業外における学生の能力を伸ばす取組 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

令和4年4月 

～ 

現在に至る 

学習意欲が高い学生に対して，抄読会として作業療法
の最新の論文に触れる機会を提供し，批判的吟味の
仕方や研究方法，実臨床への応用の仕方などを教授
した．これにより，学生は論文検索の実践や臨床実習
での活用を含めて情報リテラシーを高めることができ
た．（健康科学大学） 
 

大学での学習に躓かないために，大学での学習方法
について、勉強会をひらいた．これにより，学習性無
気力の予防や学習における主体性を伸ばすことがで
きた．（名古屋女子大学） 

6) 課題・レポートの調整と ICTによる学習支援 

（健康科学大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

 

 

「臨床実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」は数週間にわたり病院や施設の

作業療法士のもとで学生が作業療法の一連の流れを

習得する科目である．実習指導者と課題調整を図りな

がら，学生の学習・心身のフォローのために Web とア

プリを活用した双方向性の学習支援をおこなった．こ

れにより，学生の実習における学習到達度を高めるこ

とができた． 

 

「卒業研究」は，学生自身が研究の実施と論文を執筆

する過程を習得するための科目である. 学士能力とし

て研究の実施・論文執筆・プレゼンテーション能力を

修得できるよう支援した. また，適宜 Web 会議をいれ

ることにより，学生同士で議論が促進され，これにより

個々の学生が研究を手順に沿って実施、分析、考察

することで研究の手順に対する理解を高めることがで

きた． 

7) 実例提示の活用 

（健康科学大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年9月 

〜 

平成31年3月 

 

 

 

 

 

 

平成30年9月 

〜 

平成31年3月 

 

 

 

平成30年9月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

「感覚統合と作業療法」は発達課程に障害をもつ児に

対しての治療技術を習得する科目である．実際に障害

を持つ対象児とその母親に対して，評価・治療を検討

した．対象児の生活の困りごとや母親の苦労を実際に

知ることで，現実的に達成可能な治療プログラムの立

案に繋がり，また実践することで実臨床の困難さが分

かり，学生の主体的な学習につなげられることができ

た． 

 

「精神医学Ⅱ」は精神障害に関する基本的知識を習得

する科目である．視覚教材だけでなく，実際の患者の

動画を用いて，理解を促した．これにより，精神症状の

理解だけでなく，精神疾患患者の生活障害について

も理解が促進された． 

 

「作業療法学演習Ⅰ−２」で，観察から所見を取る演習

をするため，実際の患者の動画を用いて，演習を実施

した．これにより，面接からの主訴の取り方とカルテへ

の記載方法，観察からの臨床所見の取り方とカルテ記

載方法の習得が促された． 

 



事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

8) 課題・レポートの調整と演習・実習の効果的な

活用（健康科学大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年9月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

「作業療法演習Ⅱ−２」では，特別支援学校へ２日間の

体験実習を行う. それに伴う事前・事後学習を設定し，

課題用紙および評価表を作成し，事後に内省できるよ

うにするための資料を用いて指導した.これにより，学

生の実習における学習到達度を高めることができた． 

 

「身体作業療法評価学演習」での脳画像の見方を習得

する．事前に課題用紙を作成し，実際に書き込んでい

くことで混乱しやすい脳画像の理解を促進した．これ

により，病態と解剖を繋げることができ，学生の学習到

達度を高めることができた． 

9) 客観的臨床能力試験と確認試験の活用 

（健康科学大学） 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

 

 

「作業療法演習ⅠおよびⅡ」では今まで学習の習得状

況と課題の明確化のために，知識に関しては確認試

験と技術に関しては客観的臨床能力試験を実施した．

確認試験により，学習が不足している箇所が明確とな

り，主体的学習を促すことができた．また客観的臨床

試験は動画撮影を行うことにより，的確なフィードバッ

クが得られこれにより，学生の効率的な技術習得が可

能となった． 

10) Keynoteの効果的活用 

（健康科学大学・名古屋女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和5年3月 

 

 

 

 

 

 

担当のほぼ全科目において，講義の進行をわかりや

すくするための Keynote を作成した.特に，教科書を

用いる場合においては教科書に沿って要点を示す，

教科書以外の説明を加える場合には十分な時間をと

って学生自身が記入しながら学習することが出来るよ

うに配慮して作成した．これにより，進行中の講義で示

している箇所が明確となり，学生が配布資料に記載す

ることも増え，理解を促進できた． 

 

11) 高齢者ボランティアサークルとの連携 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

令和5年2月 

「作業療法入門実習」で，高齢者ボランティアサークル

に協力を依頼し，社会人スキルに関する客観的臨床

能力試験を実施した．コミュニケーション能力や対人ス

キルに関して，これにより，学生の効果的な技術習得

が可能となった．（健康科学大学） 

 

「臨床実習（見学実習）」で，高齢者にボランティア協力

を依頼し，より臨床に即した社会人スキルに関する客

観的臨床能力試験を実施した．コミュニケーション能力

や対人スキルに関して，これにより，学生の効果的な

技術習得が可能となった．（名古屋女子大学） 

12) GPAを活用した成績不審者への復習強化シ

ステムの導入 

（健康科学大学） 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

FD プロジェクトのリーダーとして，GPA を活用し，成

績が下位の学生を抽出・ICTを活用して双方向性の学

習指導システムを考案し，実践した． 

13) 準構造化・アセスメントテストにもとづいた個

人面談による教育指導 

 

令和4年4月 

～ 

現在に至る 

事前に設定した複数の質問項目に沿うことや，全国的

なアセスメントテストを学科教育方針に応用するなど

準構造化された面談を実施し，学生個別の課題の抽

出により，学習面および生活面の改善を共有し成長に

つなげる取り組みを実践した．（名古屋女子大学） 



事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

２ 作成した教科書，教材 

1) 講義用補助教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 講義用教材 

（健康科学大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）講義用教材とスライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

令和4年4月 

～ 

現在に至る 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

平成30年9月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

令和4年4月 

～ 

現在に至る 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成30年4月 

〜 

 

「身体作業療法評価学演習」において使用した. ICF

や面接技術のより深い理解を促すために，教科書に

十分記載されていない内容について要点を示し，方

法だけでなく評価の意義や解釈の理解を深めた. 

（健康科学大学） 

 

「作業療法概論」において，授業演習用の教材を作成

した．これにより，作業療法の考え方について深く学

ぶことが可能となった．  

（名古屋女子大学） 

 

「作業療法学治療学演習」において使用した．上肢機

能，バランス能力のより深い理解を促すために，教科

書に十分記載されていない内容について要点を示

し，評価・治療方法の理解を深めた. 

 

「作業療法学評価学演習」において使用した．脳画像

の理解を促すために，脳の白地図を作成し，部位を書

き込めるようにし，脳画像についての理解を深めた. 

 

「作業療法演習Ⅰ−２」において使用した．実際患者の

面接場面や作業療法場面を動画で撮り，個人情報が

特定できないように編集をして講義に使用した．繰り返

し場面を視聴でき，評価方法の理解を深めた． 

 

「作業療法学治療学演習」において使用した．グルー

プ毎に事例を作成し，複数の事例検討を集団で討論

することで，様々な視点での治療プログラムの立案を

学習し，治療に関する理解を深めた 

 

「作業療法概論」において，反転学習のため動画を作

成し，teamsにて公開した．これにより，講義の中で演

習が可能になり，より内容の理解を深めた． 

（名古屋女子大学） 

 

「生活環境学演習」において使用した. 福祉用具に関

するエビデンスや福祉用具の適切な利用とそのポイン

トについて理解を深めた. また，講義に応じたスライド

により，講義の理解を高めた．（健康科学大学） 

 

「身体作業療法評価学演習」において使用した. 評価

方法・計画の総論および事例の評価計画立案の理解

を深めた. また，講義に応じたスライドにより，講義の

理解を高めた．（健康科学大学） 

 

「身体作業療法治療学演習」において使用した. 疾患

別の治療計画の総論および事例の評価・治療計画立



事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 実習指導用マニュアル 

（健康科学大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和4年3月 

 

 

平成31年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成30年9月 

〜 

平成31年3月 

 

 

平成30年9月 

〜 

平成31年3月 

 

 

平成30年9月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

令和4年4月 

〜 

令和4年9月 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

案の理解を深めた. また，講義に応じたスライドによ

り，講義の理解を高めた．（健康科学大学） 

 

「作業療法評価学」において使用した. 疾患別の評価

の総論および評価方法の理解を深めた. また，講義

に応じたスライドにより，講義の理解を高めた．（健康

科学大学） 

 

「研究法概論」において使用した. 研究における統計

の使い方や解釈の方法について理解を深めた. ま

た，講義に応じたスライドにより，講義の理解を高め

た．（健康科学大学） 

 

「感覚統合と作業療法」において使用した. 自閉症ス

ペクトラムの最新の知見と治療方法について理解を深

めた. また，講義に応じたスライドにより，講義の理解

を高めた．（健康科学大学） 

 

「精神医学Ⅱ」において使用した．感情障害の病態メ

カニズムや症状について理解を深めた. また，講義に

応じたスライドにより，講義の理解を高めた．（健康科

学大学） 

 

「作業療法学演習Ⅰ−２」において使用した．リハビリテ

ーションにおけるリスク管理やカルテの記載の仕方に

ついて理解を深めた. また，講義に応じたスライドによ

り，講義の理解を高めた．（健康科学大学） 

 

「作業療法学演習Ⅱ−１」において使用した．評価結果

のまとめかたや解釈の仕方について理解を深めた. 

また，講義に応じたスライドにより，講義の理解を高め

た．（健康科学大学） 

 

「作業療法概論」において使用した．評価結果のまと

めかたや解釈の仕方について理解を深めた. また，

講義に応じたスライドにより，講義の理解を高めた． 

（名古屋女子大学） 

 

「臨床実習Ⅰ」において使用した．学科内ワーキング

で検討をし，臨床実習指導者のもとで病院や施設の特

性と作業療法の役割について理解を深められるよう用

い，実習を円滑に進めた. 

 

「臨床実習Ⅱ・Ⅲ」において使用した．学科内ワーキン

グで検討をし，臨床実習指導者のもとで病院や施設の

特性と作業療法の役割について理解を深められるよう

用い，実習を円滑に進めた. 

 



事       項 
実  施 

年月(日) 
概       要 

5) 課題教材 

（健康科学大学） 

 

 

6) ポートフォリオ 

（健康科学大学） 

 

 

 

 

7) 客観的臨床能力試験用の教材 

（健康科学大学） 

 

 

8)オンデマンド学習教材の作成 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

 

 

平成30年4月 

〜 

令和4年3月 

 

令和4年4月 

～ 

令和5年3月 

「作業療法特論」において使用した. 作業療法士国家

試験範囲のうち，内部疾患の作業療法の課題教材を

用いた演習により知識の定着につなげた. 

 

学生の課題発見能力，課題解決能力の促進のために

作成した．学年ごとに実施することで，年間の課題の

明確化，それに向けた教員の指導を行うことで，

PDCA サイクルを意識した行動や主体的行動が促さ

れた．また学修時間の把握も可能となった． 

 

学生が客観的臨床能力試験で学習しやすいよう，採

点のポイントや注意事項，臨床場面での応用方法など

を記載した教材を開発した． 

 

解剖学Ⅰ、解剖学Ⅱ、生理学Ⅰ、生理学Ⅱの講義動

画を視聴ができるオンデマンド型の学習教材を作成し

た。これにより、反復学習ができる環境を設定し、学生

の解剖学・生理学の理解を深めた。 

 

◆ 研究業績  
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・ 
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／ 学会・展覧会・演奏 
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備       考 

著 書 標準作業療法学 専門分野  

日常生活活動・社会生活行為学 

 

共 令和4年12

月 

医学書院 編集・著者：濱口豊太 編集協
力・著者：曽根稔雅 

共著者：澤田辰徳，鈴木誠，下
田信明，松尾崇史，田中寛之，
臼倉京子，今西里佳，熊谷のぞ
み，山鹿隆義，大山峰生，稲富
宏之，倉澤茂樹，金谷匡鉱，関
優樹，中村裕美，岩永竜一郎，
藤田さより，桂雅俊，笹尾久美
子，岩上さやか，山田隆人  

本人担当部分：A5 判  全 310

頁中、睡眠・栄養・身体活動

（p.135-142）を執筆 

論 文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Peripherally actingμ-opipoid 

antagonist for the treatment of 

opioid-induced constipation: 

Systematic review and 

meta-analysis. 

 

PT・OT・ST の時間外労働削減の

ための取り組みと成果 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

平成30年5

月 

 

 

 

 

平成 30 年

12月 

 

 

 

 

 

J Gastroenterol 

Hepatol. 

34(5):818-829. 

 

 

 

国立大学リハビリテーシ

ョン療法士学術大会誌 

39 

 

 

 

 

Nishie K, Yamamoto S, 

Yamaga T, Horigome N, 

Hanaoka M. 

 

 

 

井戸芳和, 寺島さつき, 山鹿隆

義, 西村輝, 大津勇介, 山本周

平, 荻無里亜希, 川崎桂子, 吉

村康夫 

p. 103-105 
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精神科長期入院患者を対象とした

Illness Management and 

Recoveryの実践報告 

 

Effects of liaison between 

physiotherapists and 

occupational therapists for 

home-visit rehabilitation: 

Preliminary study. 

 

Positive airway pressure 

therapy for the treatment of 

central sleep apnoea associated 

with heart failure. 

 

Relationship between Physical 

Activity and Health-related 

Quality of Life in Hospitalized 

and Terminally ill Cancer 

Patients. 

 

進行肺がん患者の栄養状態，体組

成成分と全身持久力の関連 

 

 

Impact of physical performance 

on prognosis among patients 

with heart failure: Systematic 

review and meta-analysis 

 

 

 

Cochrane corner: Positive 

airway pressure therapy for the 

treatment of central sleep 

apnoea associated with heart 

failure 

 

Effect of Instrumental Activities 

of Daily Living Habituation due 

to Routinizing Therapy in 

Patients with Frontotemporal 

Dementia 

 

Successful occupational therapy 

at end of life for a patient with 

prostate sarcoma 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

平成31年1

月 

 

 

令和 1年 5

月 

 

 

 

 

令和1年12

月 

 

 

 

令和 2年 2

月 

 

 

 

 

令和 2年 3

月 

 

 

令和 2年 4

月 

 

 

 

 

 

令和 3年 2

月 

 

 

 

 

令和 3年 2

月 

 

 

 

 

令和 3年 6

月 

 

日本臨床作業療法研

究.6 

 

 

Journal of Physical 

Therapy Science .31(8) 

 

 

 

 

Cochrane Database of 

Systematic 

Reviews.CD012803 

 

 

Shinshu Medical 

Journal, 68(3): 

 

 

 

 

国立大学リハビリテーシ

ョン療法士学術大会誌 

41 

 

Journal of Cardiology. 

76(2) 

 

 

 

 

 

Heart. 2021 Feb 10: 

heart2020-317888 

 

 

 

 

BMJ Case Rep. 2021 

Feb 4;14(2) :e240167 

 

 

 

 

BMJ Case Rep. CP 

2021;14:e242056 

 

池谷政直，山鹿隆義，岩田悠

弥，中西康祐 

p. 1-6 

 

Katsutoshi A, Takayoshi Y, 

Hitoshi M, Daisuke S, 

Kosuke N 

p. 612-616 

 

 

Yamamoto S, Yamaga T, 

Nishie K, Nagata C, Mori R 

 

 

 

Takayoshi YAMAGA, Keiji 

MATSUMORI, Yusuke 

OTSU, Saki NAKASONE, 

Tomonobu KOISUMI 

p.149-157. 

 

松森圭司, 山鹿隆義, 大津勇介 

 

 

 

Yamamoto Shuhei, Yamaga 

Takayoshi, Nishie Kenichi, 

Sakai Yasunari, Ishida 

Takaaki, Oka Keiko, Ikegami 

Shota, Horiuchi Hiroshi 

p. 139-146 

 

Shuhei Yamamoto, 

Takayoshi Yamaga, Shohei 

Kawachi, Manaka Shibuya, 

Kenichi Nishie 

 

 

Kosuke Nakanishi, 

Takayoshi Yamaga 

 

 

 

 

Takayoshi Yamaga, 

Katsutoshi Asano, Masanao 

Ikeya, Kosuke Nakanishi 
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論 文  

Effects of inspiratory muscle 

training after lung 

transplantation in children 

 

The effectiveness of 

supplemental oxygen during 

exercise training in patients 

with chronic obstructive 

pulmonary disease who show 

severe exercise-induced 

desaturation: a protocol for a 

meta-regression analysis and 

systematic review 

 

Pulmonary Rehabilitation for 

Patients After COPD 

Exacerbation. 

 

 

 

 

Gaps between Activities of 

Daily Living Performance and 

Capacity in People with Mild 

Dementia 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

令和 3年 7

月 

 

 

令和3年12

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和3年12

月 

 

 

 

 

 

令和4年11

月 

 

BMJ Case Rep. CP 

2021;14:e241114. 

 

 

Systematic 

Reviews 10(1) 110-110 

 

 

 

 

 

 

 

 

Respiratory care 

 

 

 

 

 

 

International Journal 

of Environmental 

Research and Public 

Health 19(23) 

 

Takayoshi Yamaga, Shuhei 

Yamamoto, Yasunari Sakai, 

Takashi Ichiyama 

 

Shohei Kawachi, Shuhei 

Yamamoto, Kenichi Nishie, 

Takayoshi Yamaga, Manaka 

Shibuya, Yasunari Sakai, 

Keisaku Fujimoto 

 

 

 

 

 

Manaka Shibuya, Shuhei 

Yamamoto, Shuken 

Kobayashi, Kenichi Nishie, 

Takayoshi Yamaga, Shohei 

Kawachi, Atsuhiko 

Matsunaga 

 

Kosuke Nakanishi, 

Takayoshi Yamaga, Masanao 

Ikeya 

学会発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進行がん患者における身体活動

量とQOLの関係について 

（口頭発表） 

 

訪問リハビリテーションにおける作

業療法士、理学療法士の連携の予

備的調査（ポスター） 

 

長期入院の統合失調症患者に

Illness Management and 

Recoveryが有効であった一事例 

（ポスター） 

 

グループホームの認知症高齢者

に対する作業療法士の支援のた

めの予備的調査（口頭発表） 

 

クリニカル・クラークシップ型臨床

実習における学生満足度の関連

要因に関する検討（ポスター） 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

平成30年9

月 

 

 

平成30年9

月 

 

 

平成30年9

月 

 

 

 

平成30年9

月 

 

 

平成 30 年

10月 

 

 

第52回日本作業療法学

会（愛知） 

 

 

第52回日本作業療法学

会（愛知） 

 

 

第52回日本作業療法学

会（愛知） 

 

 

 

第52回日本作業療法学

会（愛知） 

 

 

第23回日本作業療法教

育学術集会（岡山） 

 

 

山鹿隆義, 松森圭司，大津勇

介，小泉知展 

 

 

浅野克俊, 山鹿隆義, 大槻晴

絵, 中西康祐 

 

 

池谷政直, 山鹿隆義, 岩田悠

弥, 中西康祐 

 

 

 

中西康祐，山鹿隆義，務台均 

 

 

 

春山佳代，山鹿隆義，海保享

代，中西康祐，篠原亮二 
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認知症重症度と ADL の関連の予

備的調査（ポスター） 

 

脊髄梗塞による対麻痺で抑うつ傾

向を呈した事例―早期目標設定が

抑うつ傾向是正・行動拡大のきっ

かけとなった介入―（ポスター） 

 

主観的社会的スキルは OSCE・臨

床実習により変化するのか？ 

（ポスター） 

 

Illness Management and 

Recovery を実施した長期入院統

合失調症患者のケースシリーズ研

究―社会生活機能に着目して― 

（ポスター） 

 

認知症の進行に伴う ADL 遂行状

況の変化についての予備的調査 

（口頭発表） 

 

進行がん患者における軽度の身

体活動量は QOLに影響するのか

〜傾向スコアを用いた解析〜 

（口頭発表） 

 

進行がん患者におけるサルコペニ

アはADL・身体活動量に影響する

か 

 

OSCE・臨床実習が及ぼす主観的

社会的スキルと自己効力感の変化

について（ポスター） 

 

高齢者の頸髄損傷不全麻痺にお

ける自宅復帰因子について（ポス

ター） 

 

課題価値測定尺度を用いた作業

療法学生の OSCE に対する課題

価値の分析（ポスター） 

 

認知的作業中の Back Ground 

Musicは有効なのか? （ポスター） 
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共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

平成 30 年

10月 

 

令和 1年 9

月 

 

 

 

令和 1年 9

月 

 

 

令和 1年 9

月 

 

 

 

 

令和 1年 9

月 

 

 

令和 1年 9

月 

 

 

 

令和 2年 7

月 

 

 

令和 2年 9

月 

 

 

令和 2年 9

月 

 

 

令和 2年 9

月 

 

 

令和 2年 9

月 

 

 

第37回日本認知症学会

学術集会（北海道） 

 

第53回日本作業療法学

会（福岡） 

 

 

 

第53回日本作業療法学

会（福岡） 

 

 

第53回日本作業療法学

会（福岡） 

 

 

 

 

第53回日本作業療法学

会（福岡） 

 

 

第53回日本作業療法学

会（福岡） 

 

 

 

第57回日本リハビリテー

ション医学会学術集会

（京都） 

 

第54回日本作業療法学

会（新潟） 

 

 

第54回日本作業療法学

会（新潟） 

 

 

第54回日本作業療法学

会（新潟） 

 

 

第54回日本作業療法学

会（新潟） 

 

 

中西康祐，山鹿隆義，池谷政直 

 

 

塚越大智，西村 輝，山鹿隆義，

岩井龍之介，堀内博志 

 

 

 

高橋享代 , 山鹿隆義 , 榎田哲

弥 , 池谷政直 , 中西康祐 

 

 

池谷政直, 山鹿隆義, 岩田悠

弥, 中西康祐 

 

 

 

 

中西康祐，山鹿隆義，池谷政直 

 

 

 

山鹿隆義, 松森圭司，大津勇

介，小泉知展 

 

 

 

松森 圭司, 山鹿 隆義, 大津 

勇介 

 

 

海保 享代, 池谷 政直, 山鹿 

隆義, 中西 康祐 

 

 

杉山 雄太, 関谷 宏美, 山鹿 

隆義, 中島 育昌 

 

 

池谷 政直, 山鹿 隆義, 海保 

享代, 中西 康祐 

 

 

小池 菜子, 池内 由直, 前田 

正憲, 山鹿 隆義 
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学会発表 地域在住要介護高齢者の睡眠と生

活活動の関係についての探索的

研究（ポスター） 

 

高齢進行がん患者の軽度の身体

活動が 1 年生存率に与える影響

（口頭発表） 

 

軽度認知症患者の ADL の

performance と capacity の乖離

（ポスター） 

 

共 

 

 

 

共 

 

 

 

共 

 

令和 2年 9

月 

 

 

令和 2年 9

月 

 

 

令和3年11

月 

 

第54回日本作業療法学

会（新潟） 

 

 

第54回日本作業療法学

会（新潟） 

 

 

第40回日本認知症学会

（東京） 

浅野 克俊, 山鹿 隆義, 清水 

大介, 務台 均, 中西 康祐 

 

 

山鹿 隆義, 松森 圭司, 大津 

勇介, 小泉 知展 

 

 

中西 康祐, 山鹿 隆義, 池谷 

政直, 浅野 克俊 

 


